
 

静岡市監査委員会議記録 

 

会  議  令和３年度 第７回 監査委員定例協議会 

 

開催日時  令和３年 10月 28日（木）午前９時 15分～10時 07分 

 

出 席 者  監査委員 遠藤 正方、白鳥三和子、大村 一雄、佐藤 成子 

   事務局長 髙田 和昌 

書  記 杉田 陽子 

     白鳥 浩司、山田  裕、稲葉 典子 

     望月健司郎、齋藤 升美、神山  悟 

     新海 拓也、山本 和延、渡辺 篤史 

 

──────────────────────────────────────── 

 

会議内容 

 

１ 開会宣言 杉田次長 

２ 例月現金出納検査等（９月分） 

  白鳥次長補佐から、各会計の預金残高の検査結果（＝事務局職員が通帳類などの実物と

照合した結果、各会計とも検査調書に記載されている内容と照合対象となった実物とが

一致していること。）の説明があった。 

（１）説明者等 

  ア 各種会計 望月係長（監査第２係） 

  イ 病院事業会計 新海係長（監査第３係） 

  ウ 簡易水道事業会計 白鳥次長補佐（監査第１係） 

  エ 水道事業会計 白鳥次長補佐（監査第１係） 

  オ 下水道事業会計 望月係長（監査第２係） 

（２）発言等 

  ア 各種会計 

    特になし。 

  イ 病院事業会計 

    特になし。 

  ウ 簡易水道事業会計 

   （白鳥委員） 



 

    未払金が、貸方に3,200万円、借方に3,500万円、それぞれ計上されているが、経費

が3,000万円に満たないのにもかかわらず、なぜこんなに計上されているのか。 

   （事務局） 

    企業債の償還を行ったため、多額の未払金が計上されている。 

   （白鳥委員） 

    企業債を借方に、預金を貸方に仕訳すれば未払金は発生しないことから確認した

が、企業債を借方に、未払金を貸方に仕訳をしているということか。 

    未払金をいったん計上するという処理は、他の会計でも行われているのか。 

   （事務局） 

    本市の公営企業会計では、原則として、支払の際、いったん未払金に計上し、支払

日に預金に振り替えている。なお、この処理は、簡易水道事業以外の会計においても

同様に行われている。 

  エ 水道事業会計 

    特になし。 

  オ 下水道事業会計 

   （大村委員） 

    検査結果と併せて報告のあった高橋ポンプ場の件は、ポンプ場周辺のみならず、飯

田地区においても最重要課題である。本来であれば完成しているはずのものが、来年

３月末までの間完成しないことで、避け得た災害による被害が生じないか、懸念して

いる。 

３ 協議会議事 

（１）協議事項 

  ア 協第27号 指摘事項に対する措置状況（定期監査）の公表について 

  （ア）説明者 

     白鳥次長補佐 

  （イ）要旨 

     議案集により説明 

  （ウ）発言等 

     発言なし 

  （エ）結果 

     措置状況の公表について、監査委員の了承が得られた。 

（２）報告事項 

  ア 報第６号 内部統制の不備に関する報告（令和３年８月分及び９月分）について 

  （ア）説明者 

     新海係長 

  （イ）要旨 



 

     報告事項により説明 

  （ウ）発言等 

     特になし 

（３）その他連絡事項 

  ア 令和３年度第６回定例協議会の議事録の公表について・・・白鳥次長補佐が説明 

  イ 11月・12月の日程について・・・・・・・・・・・・・・・・・杉田次長が説明 

４ 閉会宣言 杉田次長 


